
「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   生駒中学校   ）   

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 26日（木）～11月 28日（火） 

 

実施内容 

 

タイトル「いろいろな本を読んでもらおう！」 

 ９月２８日に２年生で、１１月２日に１年生で、ビブリオバトルの実演を生駒市

図書館の方と生駒中学校教員で実施しました。今回は教員も参加しての実演だった

ので、いつも以上に盛り上がりました。 

 

 

 

 

１０月２６日からは、図書委員会で「本を読めばわかる」クイズを１７問作成し

ました。図鑑や小説など、さまざまなジャンルの本から問題が出題されています。

普段は自分では手に取らないような本や図書委員が好きな本を読むことで、新しい

発見があればと思います。 

また、本のスタンプラリーも実施しています。期間中、図書室の本を借り、その

本の紹介を指定の紙に書いて提出すると、スタンプが１つもらえます。そのスタン

プを５つ集めるとしおりと交換できます。書いてもらった紹介文は、図書室前に掲

示し、また別の人にも見てもらえるようにする予定です。 

 

 

 

 

 

児童生徒の様子 

 ビブリオバトルで紹介された本を借りて読む生徒もおり、読んでみておもしろか

ったと感想を話していました。多くの生徒が興味をもった本は数人が予約もしてい

ます。 

 本のクイズにも楽しそうに友達同士で取り組んでくれていました。本のスタンプ

ラリーでは、少しずつですが紹介文を提出してくれています。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 ビブリオバトルの実演に教員も参加することで、より身近なものとして生徒たち

は感じたようです。 

 本のクイズでは、普段あまり本を読まない生徒も楽しみながら、本を手に取って

いました。 

備考  

 

   

   



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   生駒南中学校   ）   
実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 20日（金）～11月 16日（木） 

 

実施内容 

 

タイトル「南中、夢中、読書中！」 

①「2年生個性あふれる POP」展示（10月 20日～11月 1日） 

  2年生が作った本の紹介 POPを紹介された本とともに図書館に展示。 

南中にない本は、生駒市図書館より、団体貸し出しで取り寄せた。 

②「図書委員による図書選び」（10月 26日） 

  書物の取り扱いをされている業者の方に来ていただき、協力を得、図書館で、

本の選書会を開いた。16コンテナほどの本が搬入され、放課後、図書館に入れた

い本を図書委員に 1人 2冊ずつ選んでもらった。先生方にもお知らせし、選書し

ていただいた。 

③「移動図書館」（11月 7日） 

各クラスの図書委員が選んだおすすめの本

を図書館から搬出し、渡り廊下に運び、展示し、

休憩時間と昼休みに貸し出しを行った。 

貸し出し用紙に記入後、司書が預かり、パソ

コンでの処理後、担任の先生から本を手渡して

もらうという方法をとった。 

 

④「読書週間のおすすめ本紹介」11月 9日 

 図書館だより「特別号」を発行。おすすめ本と 10月に入った新刊本 61冊を紹介。 

 

児童生徒の様子 

②図書委員は本好きの生徒が多く、新しい本を手に取り、自ら選べることがうれし

く楽しそうだった。図書委員として、南中図書館のために、本を選ぶ責任を少し

感じながらも選んでくれたようだ。 

③「図書館が来てくれた。」と喜ぶ生徒や、「これとこれ、読んだわ～。絶対おすす

めやし～。」と友達にすすめる生徒や、短い休み時間のなか、他教室への移動にも

かかわらず、「これ借りる！予約するから置いといて。」と頼む生徒もおり、好評

だったと思われる。図書委員作成の POP つきの本が貸し出しされることも多く、

POPの効果は大きいようだ。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

読書週間ということもあり、様々な取り組みをすることで、読書への関心が増し

たのではないだろうか。今後もアイデアを出し、工夫を凝らすことにより、読書に

親しめる環境を作っていきたいと考えている。 

備考  



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（生駒北小学校・生駒北中学校）   

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 30日（火）～11月 28日（火） 

 

実施内容 

 

タイトル「みんなで楽しむ読書週間」 

・読書週間中、小学生２冊・中学生３冊貸し出しを実施。 

・北小図書委員によるおはなし会と図書○×クイズ、しおり作り 

  11／２(木) おはなし会 昼休み  場所：図書室 

        手遊び『しゃくとりむし』 

紙芝居『いっきゅうさん』       

  11／９(水) 図書○×クイズ 全校集会後 場所：体育館 

  11／21(火) しおり作り 昼休み 場所：図書室 

・生駒市図書館司書さんによる出前おはなし会 11/28(火)予定 対象小学２年生 

・北小図書委員が選書した本の展示と貸出。   

・生駒北中の図書委員が小学生へおすすめ本の帯を作り、本とともに展示。 

・読書週間期間中、中学生にはしおりをプレゼント。 

 

児童生徒の様子 

○児童は読書週間の 2冊貸し出しをいつも楽しみにしている。おはなし会としおり

作りも楽しんだ。子どもたちはクイズが大好きで、図書〇✖クイズは全校集会後

に全員で楽しむことができた。 

○図書委員はポスター製作や案内放送のアナウンスなど役割分担し、全員で「ブッ

クフェスティバル」に取り組むことができた。 

○北中図書委員は小学生におすすめ本の帯を作成し、紹介するために本をじっくり 

読み返す子もいた。小学生も「北中生のおすすめ本」の帯を興味深く読み、貸し

出しを希望する児童もいた。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

「次の２冊貸し出しはいつですか？いつも２冊貸し出ししてほしい。」という声が多

かった。図書○×クイズの答えを確認すために出題された絵本を探して読んでいた。

中学生は期間中にライトノベルのリクエストが数多く寄せられ、内容と蔵書の配分

を考えて検討したい。 

備考  

 

 

 

 

 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   緑ヶ丘中学校   ） 

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 27日（金）～11月 9日（木） 

 

実施内容 

 

タイトル「図書館来館者 増量大作戦！？」 

企画その１ 

「先生の○○な本！！」という題で、図書委員が各担任の先生にインタビューを行

いました。その内容を紹介文にまとめて、それぞれの本とともに図書館に展示しま

した。好きな本、感動した本を紹介してくださった先生もいらっしゃいました。紹

介文には、本の内容とともに先生の似顔絵と担任だから知っている先生のプロフィ

ールも書き添えてもらい、あまりなじみのない先生の紹介文にも興味を持ってもら

えるように工夫しました。 

企画その 2 

 1年生が夏休みの課題で作成したＰＯＰのうち 

優秀作品を、「ＰＯＰ作品展」として本とともに 

展示しました。 

企画その 3 

 図書館で購読している「読売中高生新聞」で人気の「ＰＥＲＳＯＮ 今週のカオ」

のページを希望者にプレゼントする企画を行いました。企画の告知は図書館だより

とポスターにおいて行いました。読書期間中図書館内にコーナーを設けて、たくさ

んの生徒が閲覧しやすいようにして展示しました。希望者多数のページは後日抽選

を行いました。 

 

児童生徒の様子 

「先生の○○な本！！」コーナーでは本を通して先生の意外な一面に接したよう

で、展示を見ながら生徒どうしの会話が盛り上がる様子が見られました。1 年生の

ＰＯＰ展もまた、それぞれのＰＯＰを熱心に読む様子を多く見受けました。先生や

学年の近い生徒からの本の紹介が新たな本との出会いのきっかけとしてとても有効

だと感じました。「ＰＥＲＳＯＮ」プレゼント企画は日頃図書館になじみのない生徒

が友達同士で連れ立って来館する様子を多く見受けました。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 企画の内容に関して、家族との会話につながったと話してくれた生徒がいました。

先生方を巻き込んだ企画を行うことで先生方の本や図書館への関心も高まったよう

に思われます。企画を通じて来館者の増加を図ることができたので、今後貸し出し

数の増加につなげていきたいと思います。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   鹿ノ台中学校   ） 

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 26日（木）～11月 24日（金） 

 

実施内容 

 

タイトル「先生方のお薦め本」 

日ごろお世話になっている先生方はどんな本を読んでいるのだろう、どんな本を生

徒に薦めてくれるのだろうということで、先生方に本を 1～2 冊推薦してもらいコ

メントも頂いた。 

書名・作者・コメントが載ったカードをラミネートし、本と共に展示。 

 

生駒市図書館に協力を仰ぎ、中学生版本よも手帖を作成（本よも手帖とは、生駒市

図書館作成の中学生用ブックリストの本を読むとその本の表紙シールが貼ってもら

えるというもの）。 

ポスターを作成して図書室内のあちこちに張り出し、図書室に来た生徒たちに手帖

を配った。 

ブックリストの本の背ラベルにきらきら光る丸シールを貼って、見てすぐわかるよ

うにした。それぞれの本のそばにはブックリストから切り取った推薦文をラミネー

トして貼った。 

図書館だよりに中学生ブックリストからのお薦め本と共に手帖の宣伝も載せた。 

 

 

 

児童生徒の様子 

先生お薦め本コーナーには生徒が群がり、コメントを読んだりお互いに感想を言い

合ったり本を手に取ったりしていた。 

日ごろあまり動かない中学生ブックリストの本の貸し出しがあった。 

中学生ブックリストの本を借りた生徒に本よも手帖の案内をすると、目を輝かせて

手帖を貰っていった。 

 

 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

推薦本を決めるためどんな本が図書室にあるか見に来た先生もいて、先生方に図書

室への関心を高める効果もあったように感じられた。 

1年生の 4月に配った中学生ブックリストに、改めて注目を集めることができた。 

 

 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（    上中学校    ）   

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 27日（金）～11月 9日（木） 

 

実施内容 

 

① 「読書週間標語にあわせた特集展示」 

今年の読書週間の標語「本に恋する季節です！」にあわせ、生徒達がより本に興

味を持つような二つの特集を組んだ。 

特集１「どんな魅力がつまってる？ ○○賞受賞作家・受賞作品特集」 

本選びに迷った時に手に取るきっかけとなるように、ノーベル文学賞、芥川賞、

直木賞、本屋大賞のこれまでの受賞作品を集めた。 

特集２「あなたの悩みにこたえます 頼れるおたすけ本特集」 

中学生の様々な悩みにこたえる本を集め、図書室には小説だけでなく生活の中で

の悩みを助けてくれる本があることをアピールした。 

② 「ビブリオバトル模擬授業の実施と特集展示」 

 11 月 2 日（木）、市図書館より司書 2 名の方に来ていただき、一年生を対象にビ

ブリオバトルについての説明と模擬実演をした。市図書館司書・国語教諭・学校図

書館司書の４名でバトルをし、その時の紹介本とビブリオバトル関連の本を「みん

なで楽しもう！ ビブリオバトル」と題して図書室で特集展示した。 

 

児童生徒の様子 

 特集１はどの賞の作品も貸出があり、すぐには返却されないのでじっくり読んで

いるのではないかと思われる。本屋大賞などの読みやすい本が多く借りられるかと

思っていたが、ノーベル賞作家の作品も貸出があり、「読んでみよう」という気持ち

がうかがえた。 

特集２は不登校、LGBT、ネットモラルに関する本が真っ先に貸出となった。他

の本も昼休みなどによく手に取られている。 

ビブリオバトル模擬授業は大変盛り上がり、生徒達はよく聞いてくれて、質問も

あがっていた。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 特集１は生徒達だけでなく、先生方や図書館ボランティアの保護者の方達にも興

味を持ってもらえ、先生方への貸出もあった。 

ビブリオバトル模擬実演で紹介した本は４冊すべて貸出となり、関連する小説も

貸出となった。ビブリオバトル自体を解説する本もよく手に取られている。 

備考  

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   光明中学校   ）   

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 11月 1日（水）～11月 28日（火） 

 

実施内容 

 

タイトル「ビブリオバトルを通した異文化交流」 

今年度は「秋の読書週間」の取り組みとして、２つ取り組んだ。１つめは継続して

行っている「朝の読書」（以下、朝読。）である。２つめは「Skypeを用いた佼成学

園とのビブリオバトル」である。 

前者は年間を通して行っている取組である。これと並行して、時期に応じた新聞の

切り抜きなどで図書室を彩り、来室者の読書意欲を喚起した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後者では佼成学園と Skypeを用いてビブリオバトルを行った。私立学校の中学三年

生と対戦した。 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の様子 後者では上級生との対戦であったため緊張した様子が見受けられたが、対戦相手の

語彙の豊かさに感動していた。また東京とリアルタイムで繋がっている様子に驚い

ていた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

上級生とのビブリオバトルを通して、「次は私がビブリオバトルで対戦したい！」と

話す生徒も見受けられた。また本に対する感想や思いなどを聴く楽しさを実感する

集団が形成されつつある。 

備考  



「読書週間（10/27～11/9）」の取組    

学校名（   大瀬中学校   ）   

実施日 及び 

実施期間 
平成 29年 10月 17日（火）～11月 9日（木） 

 

実施内容 

 

タイトル「ビブリオバトル体験・ブックトーク」 

①11月 9日（木）5，6限目に 1年生が「ビブリオバトル」の観戦を体験した。 

本を紹介するバトラーは生駒市立図書館の司書の方と、校内の職員合計 3名で行っ

た。司会は大瀬中学校の先生にしてもらった。1 人 5 分の発表、3 分の質疑応答、

投票の順で行った。ビブリオバトルの後、生駒市図書館の司書の方がミニブックト

ークをして下さった。（45 分授業のため少し時間が足りず、1 冊だけのクラスもあ

った。） 

 

②10 月 17 日～31 日まで読書週間を意識して、特集コーナーのテーマタイトルを

「本」にし、図書に関係する本を集めた。図書委員といっしょに飾りなどを作成し

た。 

 

 

 

児童生徒の様子 

ビブリオバトルが初めてという生徒が多かったが、よく聞いており、質問を活発に

行い、参加態度もとても良かった。ビブリオバトルの感想にも楽しかったと言う意

見が多かった。 

 

 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

当日の放課後に、図書館に本を借りに来た生徒が何人かいた。読了後の生徒で「お

もしろかった。」と言って、返却する生徒が何人かいた。現在、中学生大会の出場者

募集のポスターを図書館の掲示板に貼り出し中である。 

 

 

備考  
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